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	田沼肇執筆目録（分類項目順）
	Ⅰ　調査統計論
	01-001　<座談会>生活を求める群―浮浪者調査報告（東京帝大社会科学研究会）「言論」1（3） 注)氏原正治郎、井出洋、高橋洸、上原信博ほかと 1946年04月
	01-002　壕舎生活者の動向『起ちあがる人々―壕舎生活者・浮浪者の実態調査』　東京帝国大学社会科学研究会編　学生書房 1946年11月
	01-003　野底山の碑「学生評論」4（6） 注)ペンネーム　青山一郎 1947年12月
	01-004　<座談会>中小商業問題をめぐる座談会「商工時報」3（10） 注)鈴木武之助、生田豊朗と編集 1948年10月
	01-005　『調査課報告：国際貿易機構（ITO）について』商工省調査統計局調査課 注)商工事務官として執筆、以下同じ 1948年12月
	01-008　各課めぐりNo.2　「通産時報」4（10）通商企業局企業課 1949年10月
	01-009　世論調査の魔術―その機能と技術について「自然」7（1） 1952年01月
	01-010　<書評>『マルクス主義と統計』　上杉正一郎「新読書」 注)一部不明 1952年02月15日
	01-011　‘とまどう世論’と世論調査「パブリックリレーションズ」3（4） 1952年04月
	01-012　失業統計の手品―労働力調査批判「自然」7（4） 1952年04月
	01-013　世論調査と科学「思想」（334） 1952年04月
	01-014　クーシネンの‘衛生学’「立教大学新聞」 1952年04月30日
	01-016　「人口理論」と統計―日本人は多すぎるか「自然」7（11） 1952年11月
	01-017　ランドバーグ『社会調査』に寄せて「TUP通信」（11） 1953年04月
	01-019　戦後日本における国民所得統計『日本資本主義講座』第9巻　岩波書店 注)上杉正一郎、廣田純と共同執筆 1954年08月
	01-021　モニター報告　第207号（1954.11.30）～第214号（1955.1.31） 朝日新聞記事審査部 注)207,208,213号欠 1954年11月30日
	01-022　‘自由’諸国とマルサス主義―日本統計学会の討論から「理論」（29） 注)ペンネーム・大山勉 1954年12月
	01-024　新聞の‘世論’と世論調査の世論「賃金と社会保障」（171）1955.5.下旬 1955年05月
	01-025　<討論>統計学の対象と方法―オスカー・ランゲ『社会主義体制における統計学入門』をめぐって「経済評論」4（8） 注)有澤廣巳、中村隆英、廣田純ほかと 1955年08月
	01-026　<共同研究>職種別等賃金実態調査について「経済評論」4（8） 注)賃金統計研究会の共同執筆 1955年08月
	01-027　生むな殖やすな会議―国際家族計画会議の意味するもの「厚生」11（1） 1956年01月
	01-028　この本を読む人のために（序章）　ソヴェト統計学論争の経過と意義（Ⅱ章） 統計学の当面する問題（Ⅴ章） 『統計学の対象と方法―ソヴエト統計学論争の紹介と検討』　有沢廣巳編 日本評論新社 1956年06月
	01-030　統計の特質と利用の問題点「エコノミスト」34（33） 1956年08月18日
	01-031　調査のすすめ方とまとめ方「労働調査時報」（263）1956.10.上旬 1956年10月
	01-033　労働組合運動と調査活動「銀行労働調査時報」（71） 1956年11月
	01-034　調査活動の理論と方法　労働調査学校に参加して「労働調査時報」（266）1956.11.上旬 1956年11月
	01-035　マルサス主義と人口統計『人口過剰論批判』　上杉正一郎編著　日本評論新社 1956年12月
	01-037　調査活動の基本的問題について「自治労調査時報」(54) 1957年02月10日
	01-038　労働争議統計について（I～Ⅱ）「統計学」（5～6）　1957.6.～1958.4. 注)Ⅰは欠 1957年06月
	01-040　日教組の『学校白書』運動―最近の労働組合調査活動の一例「資料室報」（33） 1958年03月
	01-042　労働組合運動と調査活動（1～4）「調研月報」（1～4）1958.4.～7. 1958年04月
	01-043　<書評> 社会科学の方法と社会調査の方法―福武直著『社会調査』から学ぶ「思想」（414） 1958年12月
	01-044　調査論　(その1、その2)「労働月報」（129～130）京都府民政労働部　1959.1.～2. 1959年01月
	01-046　統計の上から見た不況と低姿勢と低賃金「学習の友」（65） 1959年03月
	01-048　<書評>『人口白書』をよんで―国民の素朴な生活感情に応えよ　「厚生」14（8） 1959年08月
	01-050　賃金統計の発達（第4章）『日本統計発達史』　日本統計研究所編　東京大学出版会 1960年03月
	01-051　①日経連と統計　②新聞の「世論」と世論調査の世論―労働統計の見方・使い方(1,2)　「賃金と社会保障」（170～171）　1960.5.11,5.21. 1960年05月11日
	01-052　<書評>『統計　うそ・まこと』　足利末男著　「経済評論」9（13） 1960年11月
	01-053　失業問題と失業統計（1～2）「賃金と社会保障」（197，199）1961.2.中旬～3.上旬 1961年02月
	01-054　賃金統計（1～4）「賃金と社会保障」（202，204，209，211）　1961.4. 上旬～7. 上旬 注)No.202は欠 1961年04月
	01-055　グラフにみる日本と世界の現状「国鉄文化」（132） 1962.4.･5.合併号 注)協力指導 1962年04月
	01-056　調査・研究活動への二、三の提案『第6回国民文化全国集会資料』　国民文化会議 1962年04月
	01-057　一目でわかる自民党の悪政―参議院選挙のために　「国鉄文化」（133） 注)協力指導 1962年06月
	01-059　国会図書館職組の『全逓資料室改善に関する勧告』を読んで「資料室懇談会会報」創刊号 1964年05月
	01-061　労働統計（第13講）『統計学』　内海庫一郎、木村太郎、三潴信邦編　有斐閣　1966.4.　改訂版　1976.4 1966年04月
	01-064　労働時間統計について「金属労働資料」16（8） 1973年08月
	01-065　主な統計とその見方「調査活動の手引き（全金シリーズ5）」（パンフ）　全国金属労働組合中央調査委員会編 1974年
	01-066　「雇用関連統計」について　「金属労働資料」17（1） 1974年01月01日
	01-067　ストライキ統計について「金属労働資料」17（3） 1974年03月01日
	01-068　<書評>『物価指数』　石田望著　「赤旗」 1974年08月12日
	01-069　<シンポジウム>統計のたたかい―その成果と課題（1～4）「経済」（131～135）　1975.3.～7. 注)上杉正一郎、敷田礼二、野田正穂ほかと 1975年03月
	01-070　労働統計『社会科学としての統計学―日本における成果と展望』　経済統計研究会編　産業統計研究社 注)「統計学」創刊20年記念号 1976年08月

	Ⅱ　階級構成論
	02-001　都市文化を支える職業「法政」（62） 1957年07月
	02-003　サラリーマンの歴史―昭和時代　今日のサラリーマン―その構成　『日本のサラリーマン』松成義衛、野田正穂ほかと共著　青木書店 1957年12月
	02-004　ホワイト・カラー―問題の背景「エコノミスト」36（1） 1958年01月
	02-005　<座談会>これからのサラリーマン「ひろば」（156・157合併号） 注)泉谷甫、野田正穂と 1958年01月
	02-006　「中間階級」論の展開（序章）　『現代の中間階級』　大月書店 注)執筆・訳編 1958年02月
	02-007　書評への反論―荒瀬豊氏の『日本のサラリーマン』批判に応える「日本読書新聞」（941） 注)松成義衛と共同投稿 1958年03月10日
	02-008　サラリーマン気質　「読売新聞」 1958年03月20日
	02-009　地方公務員の労働組合運動「長野県職資料」（127） 1958年04月
	02-010　サラリーマンの運命（上・中・下） 「東京新聞」（夕刊）1958.5.15.～17. 1958年05月15日
	02-011　ホワイトカラーと現場労働者「学習の友」（56） 1958年06月
	02-013　曲り角にきたサラリーマン　「産経新聞」 1959年02月18日
	02-014　なにを問題とすべきか　中間層研究―私論―　「法政大学芝田ゼミナール会報」 1959年04月22日
	02-015　サラリーメン・ユニオンの課題と展望　「銀行労働調査時報」（100，101） 1959年05月
	02-020　<シンポジウム>‘中産階級化’論の問題点を探る「銀行労働調査時報」（110） 注)北川隆吉、野田正穂ほかと 1960年02月
	02-021　‘出世をする秘訣’と‘出世をしない秘訣’「新読書」（270） 1960年03月
	02-023　新しい中間階級とは（1～6）「婦人民主新聞」（683～689）1960.4.3～5.15 1960年04月03日
	02-024　<座談会>日本における新中間層の意識と行動「経済評論」9（6） 注)高橋徹、篠原一と 1960年05月
	02-025　社会階級の構成分析（1～3）「賃金と社会保障」（181，188，190）1960.9.1.～12.1. 1960年09月01日
	02-026　<座談会>現代ホワイト・カラーの職場意識「ビジネス」4（12） 注)大河内―男、上坂冬子ほかと 1960年12月
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	06-038　原爆被爆者『JAPONICA時事百科』　小学館 1972年04月
	06-039　援護法をめぐって「被爆婦人の集い」（4）　大阪市原爆被害者の会婦人部 1972年07月18日
	06-041　<書評>『被爆二世』深川宗俊監修　被爆二世刊行委員会編　「文化評論」（135） 1972年10月
	06-042　当面の情勢と被爆者救援運動の課題「原水協通信」（357・358合併号）　1972.12～1973.1. 1973年01月
	06-044　被爆者援護法をめぐる当面の問題点「原水協通信」（367） 1973年12月
	06-046　援護法をめぐる動き「六・九行動ニュース」 1974年03月15日
	06-047　ストックホルム国際会議に参加して「学生新聞」 1974年04月24日
	06-048　被爆者援護法の提案と国会審議をめぐって「広島民報」 1974年06月09日
	06-049　原爆被爆者の問題　「婦人新報」（894） 1975年03月
	06-050　被爆者援護法をめぐる国会での審議録（1）―6月17日　参議院社会労働委員会「被爆者ニュース資料」（8） 注)参考人として発言 1975年07月
	06-052　被爆三十年に想う「文化評論」（171） 1975年09月
	06-053　被爆二世のこと『友情の人文字MINE』　大阪市原爆被害者の会婦人部 1975年12月
	06-054　『ビキニ水爆被災資料集』　三宅泰雄他監修　東京大学出版会 注)各章の概要と編集者注の文責を担う。 1976年03月
	06-055　<報告書>ヨーク宣言と原水爆禁止運動の新たな局面―「軍拡競争の終結と軍縮のための国際フォーラムの報告」　フォーラム日本準備会 注)執筆参加、07-055と同文 1976年04月
	06-056　『ビキニ水爆被災資料集』刊行に際して　「平和新聞」（847） 1976年06月25日
	06-059　国際シンポジウムの意義と77年原水爆禁止、被爆者援護・連帯運動の展望　「平和運動」（99） 1977年01月
	06-061　『原爆被爆者問題』改訂版　新日本出版社 注)はしがき、目次のみ所収 1977年07月
	06-062　原水禁運動の統一と被爆者援護「議会と自治体」（224） 1977年08月
	06-063　NGOシンポの成果と被爆者問題の今日的課題「赤旗」 1977年08月27日
	06-064　国際語‘ヒバクシャ’「学習の友」（292） 1977年12月
	06-065　被爆の実相を伝え知らせる意味―焦眉の課題となった核兵器全面禁止への重要な足がかり「文化評論」（208） 1978年08月
	06-066　被爆者調査　はじめに　『被爆の実相と被爆者の実情―1977　NGO被爆問題シンポジウム報告書』　日本準備委員会編集　朝日イブニングニュース社 注)執筆・編集に参加 1978年09月
	06-067　『ビキニ水爆被災資料集』のいっそうの普及を「福竜丸だより」 1979年01月15日
	06-068　『ノーモア・ヒバクシャ　学習資料―被爆者援護・連帯活動のために』　原水爆禁止長崎協議会 1979年04月
	06-069　<対談>被爆者とともに―被爆問題国際シンポジウムから2年「文化評論」（220） 注)服部学と 1979年08月
	06-072　『原爆被害の全体像に関する実証的研究―昭和53-54年度科学研究費補助金研究成果報告書』文部省 注)研究・執筆に参加 1980年03月
	06-076　「受忍義務」ということ「第五福竜丸平和協会ニュース」 1981年01月01日
	06-077　被爆者援護運動と峠さん「民医連医療」（110） 1981年09月
	06-078　原爆写真パネルを海外の大学におくろう「学生新聞」（918） 1981年11月25日
	06-079　被爆者援護法実現のために―国の三つの責任追及を「平和新聞」（1051） 1982年07月15日
	06-080　創立八周年に想う「福竜丸だより」 1982年11月28日
	06-083　‘事実’の重さ『直樹よ甦れ―ヒロシマの母は慟哭する』　大阪市原爆被害者の会 1983年06月
	06-085　日本原水協被爆者援護・連帯全国活動者会議への問題提起（要旨） 1983年11月19日
	06-086　Actions born of sufferings of hibakusha「NO　MORE　HIROSHIMAS！」 1984年04月10日
	06-087　被爆者援護・連帯運動についての発言「核戦争阻止、核兵器完全禁止非核化、被爆者援護・連帯のための国際シンポジウムの記録」原水爆禁止日本協議会 注)杉山秀夫ほか5名と 1984年10月
	06-088　被爆40周年と被爆者援護・連帯運動「原水協通信」（488） 1984年10月06日
	06-089　日本原水協被爆者援護・連帯全国活動者会議のまとめ「原水協通信」（490） 1984年12月06日
	06-090　原爆被爆者40年の叫び　「文化評論」（286） 1985年01月
	06-091　椎名麻紗枝さんのこと『原爆犯罪』　椎名麻紗枝著　大月書店 1985年10月
	06-092　核戦争阻止、核兵器廃絶、非核日本の実現をめざして　『非核の政府への道』学習の友社 注)畑田重夫と共同監修 1986年05月
	06-093　ビキニ被災35年のことし―原水爆の被害者は繰り返してはならない「月刊教宣調査資料集」（191） 1989年01月
	06-094　原爆被爆者と一般戦災者　「原水協通信」（579） 1992年05月06日
	06-095　原爆被爆者と障害者　「原水協通信」（583） 1992年09月06日
	06-096　新しい年へのねがい　「原水協通信」（586） 1992年12月06日
	06-097　お別れのことば　「原水協通信」（590） 1993年04月06日
	06-098　被爆者援護・連帯と社会保障　「原水協通信」（592） 1993年06月06日
	06-099　久保山すずさんを偲んで　「原水協通信」（596） 1993年10月06日
	06-100　久保山さんと福竜丸　「福竜丸だより」（186） 1993年10月15日
	06-101　小佐々さんを偲ぶ　「原水協通信」（602） 1994年04月06日
	06-102　現実の正しい認識から行動へ　「原水協通信」（605） 1994年07月06日
	06-103　「被爆者とともに」あるとは･･･　「原水協通信」（608） 1994年10月06日
	06-104　被爆者と同じ時代を生きる　「原水協通信」（611） 1995年01月06日
	06-105　シンポジウムに期待する　「原水協通信」（617） 1995年07月06日
	06-106　小佐々さんを偲ぶ　「故　小佐々八郎追悼」 1996年01月
	06-107　被爆者と一体になって　「原水協通信」（625） 1996年03月06日
	06-108　被爆者を誘って８月の行事に参加しよう　「原水協通信」（630） 1996年08月06日
	06-109　久保山愛吉さんのバラ　「原水協通信」（636） 1997年02月06日
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	07-001　原子力国際管理に関する年表（I～Ⅲ）「自然」8（5）～9（7）1953.5.～1954.7. 注)東山登と共同執筆，Ⅰ欠 1953年05月
	07-002　第6回原水爆禁止世界大会で学んだこと「日教組教育新聞」（555） 1960年08月12日
	07-003　<座談会>国連総会の画期的意義と日本の平和運動「原水協通信」（114） 注)岡倉古志郎ほか2名と 1960年10月
	07-004　新しい段階を迎えた原水爆禁止運動「教育」10（10） 1960年10月
	07-007　81ヵ国共産党・労働者党代表者会議の意義―戦争と平和の問題に関達して「教育」11（3） 1961年03月
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	07-009　第7回原水爆禁止世界大会「教育」11（10） 1961年10月
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	07-017　ベトナム情勢が生んだ一つの教訓―中国核実験をめぐって―　「法政大学教職員日中友好をはかる会機関紙」(21) 1965年06月20日
	07-018　第11回原水爆禁止世界大会の意義「経済」（14） 1965年07月
	07-019　<書評>『（写真集）中国の表情　平和をめざす七億の躍動』今村真直著　「長野高教組新聞」(914) 1965年08月15日
	07-020　<書評>『マルクス主義と平和運動』　上田耕一郎著　「前衛」（241） 1965年10月
	07-021　原水禁運動と科学者―問題提起（4）　『核兵器完全禁止への道を求めて―原水禁科学者会議中国ブロック会議の記録』　原水協中国ブロック会議編　原水爆禁止日本協議会 1966年01月 注)08-036と同文
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	07-027　労働組合と平和運動「労働・農民運動」（17） 1967年08月
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	07-033　『青年のための安保問答』　中央青年学生代表者会議編　日本青年出版社 注)監修 1969年02月15日
	07-035　<書評>『70年安保闘争と統一戦線』　畑田重夫著　「東京大学新聞」（787） 1969年05月19日
	07-037　「1970年」を目前にして「月刊全農協労連」6（8） 1969年08月
	07-038　『安保・沖縄問題用語事典』　労働旬報社 注)編集を担当、あとがき執筆 1969年10月
	07-040　<座談会>沖縄返還問題と世論―日米共同声明後の動向「文化評論」（101） 注)新原昭治、霜多正次と 1970年02月
	07-041　歴史的な時期のはじまり―強固な安保共闘組織を「ひろば」（452） 1970年06月15日
	07-042　平和擁護闘争における労働組合の役割『労働組合運動の理論』第7巻　大月書店 1970年07月
	07-044　原水爆禁止運動の現局面と労働組合―主要労組の運動方針にふれて「労働・農民運動」（77） 1972年08月
	07-047　ベトナムにかんするパリ協定実施のための国際会議に参加して　ベトナムにかんするパリ協定実施のための国際会議日本代表団編集　ベトナム人民支援委員会中央センター 注)1974.3.29～31 1974年03月29日
	07-050　原水爆・原水禁運動の文献「赤旗」 1974年08月05日
	07-052　核のない世界を（1～20）「原水協通信」（384～406）　1975.6.～1977.4. 1975年06月 注)2以降は欠
	07-053　広島・長崎被爆30周年・第21回原水爆禁止世界大会　開会あいさつ『大会の記録』　原水爆禁止日本協議会 1975年08月
	07-054　核兵器完全禁止めざして「学習の友」（266） 1975年10月
	07-055　「ヨーク宣言と原水爆禁止運動の新たな局面―軍拡競争の終結と軍縮のための国際フォーラムの報告」（パンフ） 注)06-055と同文 1976年05月01日
	07-059　<対談>核兵器全面禁止を全世界の声に―原水爆禁止運動の到達点と第22回世界大会の課題　「月刊全自運」（140） 注)籏智政幸と 1976年07月
	07-060　ヒロシマ・アピールを全世界に「学習の友」(275) 1976年07月
	07-061　核兵器をなくすために『みんなの話しあいのために』　第22回日本母親大会実行委員会 1976年08月
	07-062　第22回原水爆禁止世界大会国際予備会議開会あいさつ　『世界大会の記録1』　原水爆禁止日本協議会 1976年08月
	07-064　‘第二の人生’の二年目「第五福竜丸平和協会ニュース」 1977年01月01日
	07-065　国内行動計画と平和の願い「母親しんぶん」（239） 1977年04月15日
	07-068　原水禁運動の統一と被爆国民の責任　「文化評論」（195） 1977年07月
	07-069　核兵器・基地・安保条約など『みんなの話しあいのために』　第23回日本母親大会 注)執筆・編集に参加 1977年07月
	07-070　原水爆禁止運動統一にひろがる支持　「労働運動」（139） 1977年07月
	07-071　原水禁統一世界大会の成功をめざして　「赤旗評論特集版」(19) 1977年08月01日
	07-072　<座談会>戦後世界と平和運動を考える―核兵器廃絶を中心にして「科学と思想」（27） 注)平野義太郎、辻山昭三、西島有厚ほかと 1978年01月
	07-073　国連軍縮特別総会へむけて「母親しんぶん」 1978年01月15日
	07-074　原水爆禁止運動における国民的大統一の組織を実現するために―特別報告2　『1977年日本平和大会報告集』　日本平和大会実行委員会 1978年01月23日
	07-075　原水爆禁止の課題と国連軍縮特別総会　「赤旗」 1978年05月26日
	07-076　国連軍縮特別総会とは「学習の友」（299） 1978年07月
	07-078　<座談会>国連軍縮特別総会と日本の原水禁運動「前衛」（428） 注)立木洋、吉田嘉清らと 1978年08月
	07-079　78核兵器完全禁止・被爆者援護世界大会を終えて　「医療労働者」（544） 1978年09月05日
	07-080　有事立法か平和・民主主義か「学習の友」（303） 1978年11月
	07-081　<書評>『平和の思想―その歴史的系譜』　平野義太郎著　「赤旗」 1979年03月19日
	07-082　日本原水協とソ連平和擁護委員会との関係正常化（パンフ）原水爆禁止日本協議会 注)1979年6月24～30日　モスクワにて団長として総括的発言、過去の経緯について補足的発言及び「共同コミュニケ」発表にいたる経過の報告 1979年06月24日
	07-083　<書評>『核時代の軍備と軍縮』　ストックホルム国際平和研究所編　「赤旗評論特集版」 1979年09月17日
	07-084　国連軍縮週間を迎えるに当たって「赤旗」 1979年10月23日
	07-085　原水爆禁止運動の発展とマスコミ労働者に求められるもの　「出版労連」（696） 1979年12月11日
	07-086　巻頭言『戦争と平和を考える文集』　都立農業高等学校 1980年
	07-087　『軍縮教育資料集』　軍縮教育研究会編 注)服部学、田川時彦と共同編集 1980年
	07-089　ユネスコ主催 「軍縮教育世界会議」をめぐって「赤旗」 1980年09月16日
	07-090　核戦争の危機と平和の課題　「科学と思想」（40） 注)辻山昭三と共同執筆 1981年04月
	07-091　ライシャワー発言について「朝日新聞」（夕刊） 1981年05月18日
	07-092　『平和・軍縮教育資料集』 増補改訂版　軍縮教育研究会編 注)服部学、田川時彦と共同編集 1981年07月
	07-093　K君、核戦争の準備がここまできているんだ「学習の友」（336） 1981年08月
	07-096　核軍拡の現状と第2回国連軍縮特別総会の課題　「世界政治」（610）1981.12.上旬 1981年12月
	07-097　平和と人権について「赤旗」 1981年12月23日
	07-098　‘核均衡’で人類は生き残れるか「祖国と学問のために」（653） 1982年03月03日
	07-099　<書評>E.P.トンプソンほか著（山下史ほか訳）『核攻撃に生き残れるか』「日中友好新聞」 1982年03月21日
	07-100　平和・軍縮学習に求められているもの「月刊社会教育」26（5） 1982年05月
	07-101　第2回国連軍縮特別総会を前にして「学習の友」（345） 1982年05月
	07-104　核兵器廃絶の運動と軍縮の道―第2回国連軍縮特別総会をめぐって　「世界政治」（626） 1982年08月
	07-105　反核運動のもりあがりを日本政府へ―シリーズ「核軍縮・平和」の学習のために5「学習の友」（348） 1982年08月
	07-106　第2回国連軍縮特別総会に思う「子どもを守る」（355） 1982年08月15日
	07-107　<書評>『原爆の碑』　黒川万千代編、『原爆瓦』　山口勇子著　「労働運動」（201） 1982年09月
	07-108　第2回国連軍縮総会と原水禁大会をめぐって「日本とソビエト」（692） 1982年09月01日
	07-109　<書評>『地球の運命』　ジョナサン・シェル著　斎田一路・西俣総平訳　「赤旗」 1982年10月04日
	07-110　核シェルターのこと　「月刊学習」（265） 1982年11月
	07-111　<討論>核戦争の危機と反核運動『日本の革新をどうすすめるか』　全国革新懇編　大月書店 注)上田耕一郎、小中陽太郎、猿橋勝子、中野好夫、山本和と 1982年12月
	07-113　「第五福竜丸」と平和の願い『静岡県の昭和史』　毎日新聞社 1983年
	07-115　防衛庁の広告「子どもの本棚」（161） 1983年01月
	07-116　日本の軍事大国化と反核・平和「民医連医療」（126） 1983年01月
	07-118　国のほおかぶり許せば新たな核戦争の危険が「原水協通信」（468）兵庫版（20） 1983年02月06日
	07-119　<座談会>埼玉県・上尾市原水協訪問記「原水協通信」（469） 1983年03月06日
	07-120　佐賀県・唐津原水協訪問記「原水協通信」（470） 1983年04月06日
	07-121　人類は核戦争によって自滅するか『これからどうなる―日本・世界・21世紀』岩波書店 1983年05月
	07-122　俺たち戦争きらいだ！―埼玉高校生平和ゼミナールの運動にみる「原水協通信」（471） 1983年05月06日
	07-123　平和・軍縮の課題と教育 注)第2回平和・軍縮教育フォーラム1983.5.21.～22.横浜にて 1983年05月21日
	07-124　日本の軍事大国化と反核・平和運動「医学評論」（74） 1983年06月
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